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3 事例調査及び現地視察 

• 国内外の交通結節点事例について、胡屋地区の課題やポテンシャル等の共通事項を有す

る事例を調査し、整理を行った。 

• なお、国外の事例調査については、文献を中心とした情報収集を行った。その際、まち

づくりとの関連性、他のモビリティとの連携、利便性の高さ、先進性等を踏まえ整理を

行った。 

3-1 国内事例 

• 国内で整備されたバスターミナル整備事例について整理を行った。 

3-1-1 バスターミナル 

表 3-1 事例リスト 

県名 駅名 所在地 

奈良県  奈良公園バスターミナル 奈良県奈良市 

神奈川県  田名バスターミナル 神奈川県相模原市 

三重県 四日市駅バスターミナル（未整備） 三重県四日市市 

岩手県  盛岡バスセンター（施工中） 岩手県盛岡市 
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(1) 奈良県 奈良公園バスターミナル（観光拠点の機能の一部としてバスターミナルを整備） 
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(2) 神奈川県 田名バスターミナル（バス路線の再編と併せたバス乗換拠点施設の整備） 
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(3) 三重県 四日市駅バスターミナル（未整備） 

• 四日市市では、近鉄四日市駅並びに JR 四日市駅の駅前広場等に係る整備、中央通り沿いのバス専用ターミナルを含めた「近鉄四日市駅周

辺等整備基本構想」を策定。 

• 基本構想とバスタプロジェクトの狙いを踏まえ、「近鉄四日市駅バスターミナル検討部会」において検討が進められ、「近鉄四日市駅周辺

における交通結節点整備計画」が策定された。バスターミナルへの活用エリアとして、中央通り（市道）、幅員 70m（中央緑地帯含む）、片

側 3 車線道路での検討が進められている。 

 

出典：第 4 回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会資料 

※各施設の配置・形状等については、現段階での案であり、今後の調整等により変更の可能性がある。 
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(4) 岩手県 盛岡バスセンター（施工中） 

• 盛岡バスセンター整備事業（以下、「本事業」という。）は、公民連携事業によりバスタ

ーミナル機能とにぎわい機能を持つ新たな盛岡バスセンターを整備する事業である。本

事業では、「ローカルハブ」というコンセプトのもと、バス路線で地域をつないできた歴

史や結びつきを活かし、人々だけでなく地域の魅力もつなぐ拠点を整備し、中心市街地

活性化及び河南地区のにぎわい創出を図ることを目的としており、本事業によって、よ

り多くのエリア課題、都市・地域経営課題の解決を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：盛岡バスセンター事業計画書（令和 2 年 6 月） 

○周辺状況 

○整備イメージ 

施設内に宿泊施設（温泉） 

この地図は、岩手県の承認を経て岩手県所有の盛岡広域

都市計画図（1/2500、1/1000）を複製したものである。

（承認番号）平成 29 年 8 月 21 日岩手県指令都第 8-5 号 
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出典：盛岡バスセンター事業計画書（令和 2 年 6 月） 
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3-2 国外事例 

3-2-1 周辺開発と一体となった交通結節点 

• 沖縄県による鉄軌道の検討において、沖縄市は鉄軌道の推奨ルート上に位置している。

そのため、将来的な鉄軌道との連携が想定されることを踏まえ、交通結節点事例として

周辺開発と一体となったアメリカ、サンフランシスコのトランスベイ・トランジット・

センター（以下、TTC）の事例について文献より整理を行った。 

(1) 計画の概要 

• TTC の敷地は矩形の形状で、長い方が 3 街区程度、約 450ｍ、短い方が 1 街区約 50ｍで

ある。階数は地下 2 階、地上 3 階、延床面積は約 93,000 ㎡となっている。 

 

出典：名古屋都市センター平成 27 年度 NUI レポートより抜粋  
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(2) TTC整備イメージ 

• 地下 2 階は鉄道プラットフォーム階、地下 1 階は鉄道コンコース階となっており、店舗、

改札口、二輪車駐車場が配置。 

• 地上 1 階は主要動線の核であり、情報センター、チケット売り場、自動券売機およびメ

インとなるエスカレーターが配置。市営バス等の乗降場は屋外に整備。 

• 地上 2 階は旅客や訪問者のための動線となり、事務所、各種のサービスに充てられる。 

• 地上 3 階はバスターミナル階となっており、中央に島状の乗降客用のエリアがあり、周

囲をバスがめぐる形で、TTC 西端部でフリーウェイにつながるバスランプに接続。ター

ミナルは ACT(Alameda-Contra CostaTransit：交通事業者)が主要ターミナルとするほか市

営バスの一部路線も乗り入れ、アムトラックの連絡バスやグレイハウンド・バスも利用

することとなっている。 

 

 

出典：名古屋都市センター平成 27 年度 NUI レポートより抜粋 
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(3) 周辺開発との関係（トランスベイ再開発地区） 

• トランジット・センター地区計画は、未来のサンフランシスコ都心部の心臓部となるス

テージを用意するもので、合衆国全体を通じても主要な公共投資である TTC を含み、極

めて重要な公共交通志向型の開発計画となっている。この計画は高密なオフィスととも

に商業店舗、ホテルなど雇用機会を生じさせるとしている。 

 

出典：名古屋都市センター平成 27 年度 NUI レポートより抜粋 

(4) 既存鉄道との連絡地下道 

• 既存の主要な鉄道サービスとしては、TTC に直接乗り入れるカルトレインのほかに市営

（MUNI）メトロと BART(Bay Area Rapid Transit：ベイエリア高速鉄道)がある。両路線は

TTC から北へ 1 街区を少し超えた距離にあるマーケット・ストリートの地下を走ってい

る。両路線を直接 TTC に乗り入れさせることは現実的ではないため TTC の直近に位置

するエンバーカデロ駅のコンコースから TTC の地下 1 階コンコースへ連絡地下道が計

画されている。 

 

出典：名古屋都市センター平成 27 年度 NUI レポートより抜粋  
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3-2-2 小型モビリティ等との結節機能（モビリティ・ハブ） 

• 国外では自動運転や電動化に代表される新たなサービスや MaaS（Mobility as a Service：

複数の交通手段を組合せ、一つのアプリでルート検索、予約、決裁まで完了、シームレ

スな移動体験を実現）等の動きが加速しており、その中でも、環境に優しい様々な移動

サービスを集約させて利便性向上を図る「モビリティ・ハブ」の考え方が注目されてい

る。 

• 「モビリティ・ハブ」とは、様々な交通モードの接続・乗り換え拠点を指している。 

• これらを踏まえ、交通結節機能に関する国外事例として、「モビリティ・ハブ」に関する

整理を行った。 

表 3-2 モビリティ・ハブのタイプと代表都市 

タイプ 代表都市 

自動車の所有から共有へ ドイツ・ブレーメン 

自動車を所有せずとも移動できる社会 オーストリア・ウィーン 

商業施設とモビリティ・ハブの融合 アメリカ・ウォルマート他 

プレイスメイキングと環境教育 アメリカ・ミネアポリス 

出典：国土交通省 社会資本整備審議会 道路分科会 第 76 回基本政策部会 配布資料を参考に作成 

(1) ドイツ・ブレーメン 

【コンセプト】 

• 市民が個々の価値観に基づいて選択できる多様な移動手段を提供し、新たなライフスタ

イルを創出。 

 

【取組内容】 

• 鉄道駅を中心に自転車・カーシェアリングを備えるモビリティ・ハブを整備。住宅地を

中心に 2～3 台程度のカーシェアリングを備える小規模ハブを整備（計 45 か所（2021 年

時点）） 

  

出典：国土交通省 社会資本整備審議会 道路分科会 第 76 回基本政策部会 配布資料より抜粋 
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3-3 現地視察 

• 交通結節点について現地視察及びヒアリングを実施した。 

3-3-1 三重県四日市市 

表 3-3 ヒアリング概要 

場所： 三重県四日市市 

日時： 令和 3 年 11 月 25 日（木）14：00～ 

ヒアリング先： 都市整備部 都市計画課 戸本副参事・計画グループリーダー 

意見交換内容： 一部の内容を記載。詳細はその他業務に関わる資料集を参照 

 

■基本構想の策定の背景や、バスタプロジェクトに位置付けた経緯について 

（基本構想の目的） 

⚫ 近鉄四日市駅周辺等整備基本構想では、県内最大の人口規模を持つ中部圏域有数の産業都

市である四日市市が、さらなる中核的役割を果たし、圏域の活力を牽引し続けていくに相

応しい駅前空間の実現に向けて、近鉄四日市駅並びにＪＲ四日市駅の駅前広場等に係る整

備の基本的な方向を固めることを目的に検討を進めていた。 

（バスタプロジェクト位置付け経緯） 

⚫ 「近鉄四日市駅周辺等整備基本構想」を平成 30 年度に策定、その後、計画策定業務を令

和元年度に進めていたところ、国（道路局）からバスタプロジェクトの話があったため、

内部で議論を行い、バスターミナルを整備する区間をバスタプロジェクト（令和 2年 1月）

に位置付けることとした。 

■計画策定に関する役割分担について 

⚫ 計画段階の計画策定とその費用負担は国。 

⚫ ただ、令和元年（バスタプロジェクトに位置付ける前）に都市局の補助メニューを活用し

て、市も別途計画策定業務を発注し、バスターミナルのイメージ図を作成しており、市の

イメージと国の考えるバスターミナルのイメージを何度もすり合わせた。 

■関係機関との調整について 

⚫ 駐機場の位置等で苦労した。今後の調整では、バスターミナルの利用料金の設定等、整理

が必要だと考えている。 

■四日市バスターミナルと商店街との連携について 

⚫ バスターミナルを整備することで、市民活動スペースを提供したいと考えている。商店街

からバスターミナルへ移動しやすいよう工夫していきたい。配置する施設は地域にとって

何がいいかも考えていきたい。 

⚫ 地域の理解と機運醸成に向けての取組も重要である。（駅前アンケート、住民説明会、自治

会の理解等） 
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近鉄四日市駅 駅前商店街 

駅前商店街 

駅前商店街 

駅前商店街 

 

駅前商店街 駅前商店街 

市役所１F ロビー 

 

バスターミナル整備予定場所 バスターミナル整備予定場所 

近鉄四日市駅 駅前商店街 

駅前商店街 

駅前商店街 
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3-3-2 奈良県奈良公園バスターミナル 

表 3-4 ヒアリング概要 

場所： 奈良県奈良市 

日時： 令和 3 年年 11 月 24 日（水）13：30～ 

ヒアリング先： 県土マネジメント部 地域デザイン推進局 奈良公園室 

奈良公園バスターミナル運営係 長谷川主査 

意見交換内容： 一部の内容を記載。詳細はその他業務に関わる資料集を参照 

 

■バスターミナル設置に取り組んだ経緯や事業概要について 

⚫ 交通渋滞の緩和、奈良公園の魅力向上の 2つの目的があった。 

⚫ 交通渋滞に関して、観光バスによる渋滞が発生していた。奈良公園前にバスターミナルを

整備することで、奈良公園中心部への観光バスの流入抑制を図り、公園内の快適な周遊環

境の向上を目指し整備を行った。 

 

■バスターミナル設置前と後の市民やバス事業者等の反応について 

⚫ 観光客の反応は良かったと聞いている。 

⚫ 開業当時は観光バスの待機場所となる駐車場がバスターミナルから 20 分近く離れた場所

にあったため、運転手等からクレームはあったが、待機場所が近くに整備（奈良めぐり平

城宮跡前駐車場）出来てからは大分落ち着いている。 

 

■構想段階や計画段階、現在においての課題やその課題に沿った対応方法について 

⚫ バスターミナルの課題として、人を配置してバスの誘導等を行っているため、コストがか

かってしまっている。当初から機械化も含めて検討できていれば経費が圧縮できたのでは

ないかと考えている。 

⚫ 当初、機械化の案はあったが警察から安全面での指摘があったため、実現には至らなかっ

た。 

 

■奈良県や国、民間事業者、観光バス事業者等のそれぞれの役割や費用負担について 

⚫ 奈良県では、公園施設として奈良公園バスターミナルの整備を行っている。ターミナルの

用地は県の来庁者用駐車場であったため、用地買収は発生していない。また、一部道路空

間も取り込んでの整備であったため、奈良県の道路部局と連携し整備を行った。 

⚫ 運営上の役割として、基本的には奈良県の管理となっており、施設管理や店舗の募集等を

行っている。また、バスターミナルの予約システムも県が整備を行い、整備後は観光事業

者等に運営を委託している。 

⚫ 人件費等を含む運営費用については、バスターミナル利用に伴う料金収入や県の予算で賄

っている。 
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奈良バスターミナル 2F 

奈良バスターミナル 1F 奈良バスターミナル 1F 

展示スペース １F 展示スペース 1F 

 
奈良バスターミナル ２F 

奈良バスターミナル １F 

展示スペース １F 

奈良バスターミナル ２F（案内図） 

奈良バスターミナル １F 

展示スペース １F 


